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3 月 定例会で賛否が分かれた議案の採決結果

※議長は採決には加わりません。 　※他の議案は全会一致で可決しました。
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新
年
度
予
算
は
大
型
公
共
事
業
の
見

直
し
は
さ
れ
ず
、
一
部
企
業
や
団
体
な

ど
へ
の
事
業
委
託
が
優
先
的
に
予
算
組

み
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
散

見
さ
れ
る
。

　
　

学
校
統
廃
合
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

学
童
保
育
の
民
間
委
託
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
教
育
に
係
る
こ
と
は
直

営
で
行
う
べ
き
。
職
員
の
人
員
不
足
等

で
の
民
間
委
託
は
、
委
託
先
で
働
く
方

が
低
賃
金
に
追
い
込
ま
れ
地
域
経
済
も

低
迷
さ
せ
る
。

　
　

吉
備
国
際
大
学
へ
の
１
億
円
の
支
援

は
、
学
生
数
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
３
分
の

１
の
１
１
０
０
人
程
度
。
市
と
大
学
の

協
力
は
必
要
で
あ
る
が
、
市
民
や
地
域

支
援
か
ら
み
て
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ル
ム
の
コ
ー
チ
や
選
手
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
５
人
配
置
さ
れ
る
な

ど
、
移
住
定
住
施
策
と
し
て
市
外
か
ら

の
移
住
支
援
は
多
々
あ
る
が
、
地
域
に

残
り
支
え
て
い
る
方
々
の
応
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

ま
た
国
保
財
政
で
は
基
金
の
約
７
億

円
を
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ

に
使
う
べ
き
。
吉
備
国
際
大
学
留
学
生

の
毎
年
数
百
万
円
の
不
納
欠
損
が
他
の

国
保
加
入
者
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
問

題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

ま
た
今
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
同

様
の
質
問
を
行
っ
た
２
人
の
議
員
に
対
し

て
執
行
部
が
違
う
回
答
を
行
っ
た
。
若

い
職
員
が
多
数
退
職
す
る
状
況
を
鑑
み

て
も
執
行
部
の
行
革
が
必
要
と
考
え
、

２
議
案
に
反
対
す
る
。

　
　

提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
に
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
す
る
。

　
　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
来
年
度

も
財
政
が
厳
し
い
中
、
多
方
面
に
わ
た
っ

て
の
予
算
配
分
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
は

評
価
に
値
す
る
。
こ
の
予
算
に
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
。
国
の
特
別
交
付
税
を
活
用

し
、
人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
一
定
の
理
解
を
示
す
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
本
来
の
活
動
と
し

て
は
、
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
疑
問
を
感
じ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
予

算
執
行
に
は
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
申
し
添
え
る
。

　
　

今
後
も
大
型
公
共
事
業
が
続
く
が
、

行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め

賛
成
す
る
。

高
梁
市
立
学
校
園
適
正
配
置
検
討
委
員
会

　
　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
園

の
適
正
配
置
を
検
討
す
る
た
め
、
「高

梁
市
立
学
校
園
適
正
配
置
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
令
和
５
年
９
月
１

日
、
教
育
関
係
の
学
識
経
験
者
３
名

と
議
員
１
名
、
保
護
者
の
代
表
７
名
、

地
域
か
ら
の
代
表
６
名
の
計
17
名
が

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
30
年
に

「学
校
再
編
推
進
審

議
会
」
の
答
申
が
出
さ
れ
て
か
ら
５

年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
少
子
化
が
予
想
以
上
の
ペ
ー

ス
で
進
行
し
た
か
ら
で
す
。

　
　

検
討
委
員
会
で
は
、
５
年
か
ら
10

年
先
を
見
据
え
て
、
前
回
の
答
申

「教

育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
小
中
学

校
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方
」
を
基

本
に
、
高
梁
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
適
な
教
育
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
最
優
先
に
議
論
し
、
協
議
を
重
ね
、

令
和
５
年
12
月
25
日
に
教
育
長
へ
報

告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
検
討
委
員
会

か
ら
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
１
月
11

日
か
ら
２
月
１
日
の
間
、
市
内
13
カ

所
に
お
い
て
意
見
聴
取
会
を
開
催
し
、

説
明
す
る
と
と
も
に
、
意
見
の
収
集

を
行
い
ま
し
た
。
議
員
も
可
能
な
限

り
意
見
聴
取
会
に
同
席
し
、
参
加
者

の
意
見
、
発
言
を
傾
聴
し
ま
し
た
。

　
　

議
会
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
２

月
16
日
の
議
会
全
員
協
議
会
で
、
改

め
て
学
校
再
編
検
討
の
経
緯
か
ら
、

検
討
委
員
会
に
よ
る
学
校
再
編
基

準
、
通
学
条
件
や
新
基
準
に
基
づ
く

適
正
配
置
計
画

(

案

)

が
示
さ
れ
、

ま
た
意
見
聴
取
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

今
後
、
意
見
聴
取
会
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
一
つ
一
つ
が
精
査
さ
れ
、
計

画
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
練

り
直
さ
れ
た
も
の
が
、
再
び
質
疑
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
会
と
し

て
も
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境
の
構
築

に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
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児童生徒の減少状況

小学校 ： 　▲40 人／年 （H30 ～ R１１）

中学校 ： 　▲18 人／年 （H30 ～ R17）

（単位：人）

児童生徒数の現状 （H30年以降の状況）
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